お絵描きプログラム SimpleDraw 取扱説明書

学籍番号　0620522

　名前　　合田智美

【機能目次—メニュー紹介—】

1． File (New−Open−Save−Close)

2． Pen (Color—Colorful—red—blue—yellow—white—black

Width—width1—width5—width10—width20

Eraser—round(big)—round(small)—square(big)—square(small))

3． BGColor(white—black--select)

4． Type(PenCap—round—square—batt

String—♪—☆—％—(>_<)!!—Hellow World!—Ochanomizu Univ

Polygon—square—square(fill)—circle—circle(fill)—line

Stamp—heart—grape)

5． Font(FontName—Serif—Monospaced—MSゴシック
FontType—Italic—Bold—Bold_Italic—Plain)

【ご使用上の注意】

　プログラムを起動すると、ツールバー付き画面が表示されます。ツールバーを除いた画面が描画範囲になります。（ツールバーは動かせますが、それに合わせて座標が変わるようにはなっていないので初期位置か別窓の状態で使用ください）

【File Menu】
New：新規作成です。窓の大きさを変えて実行するとその大きさの描画範囲で新規作成します。

Open：jpegファイルを読み込みます。その上に絵を描くことが出来ます。

Save：ファイルを保存します。.jpgの拡張子を付けて保存して下さい。

Close：窓を閉じます。保存してなくても警告は出ないので注意して下さい。

【描画方法】
初期設定は、黒の丸ペンです。

Penでは好みに応じて色、太さ、消しゴムなどが使えます。BGColorでは背景を塗りつぶします。画面全体を塗りつぶしてしまうので絵を描く前に設定して下さい。ちなみに窓の大きさを変更しても、新規作成しない限り描画範囲は変わりません。Typeではペン先の形の変更や図形、文字列、イメージスタンプの描画を行えます。Fontではフォントの種類や字体を変更することが出来ます。
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※時間が足りないため、雑な図で済みません。是非、色々と試してみて下さい！

【ツールバー】

File、消しゴム以外のメニューバーにある機能がボタン１つで変更できます。ちなみに、スライドを使うことでペンの太さやフォントのサイズを自由に変更できます。テキストフィールドでは好きな文字を入力し、OKボタンを押してから使うことで自分の好きな文字列のベタ描画ができます。ペン、スタンプ、図形、Fontはクリックする毎にメニューバーに登録されている種類のものが順に使えるようになっています。ボタンの下の欄では現在選択されている描画タイプが表示されています。

